
 

 

 

 

 

 

スマホ上でも高速動作可能な 21言語の高品質ニューラル音声合成技術を開発 

 

【ポイント】 

■ 高品質かつ高速に動作する 21言語のニューラル音声合成技術を開発 

■ CPU コア一つで 1秒の音声をわずか 0.1秒で高速合成（既存モデルの約 8倍の速さ）することが可能 

■ ネットワークに接続されていないスマートフォン上でテキスト入力からわずか 0.5秒の高速生成を実現 

■ 多言語音声翻訳やカーナビなどの音声アプリケーションへの導入に期待 

国立研究開発法人情報通信研究機構（N I C T
エヌアイシーティー

、理事長: 徳田 英幸）は、ユニバーサルコミュニケーション

研究所において、高品質かつ高速に動作する 21 言語のニューラル音声合成*1 技術の開発に成功しました。本

技術の開発により、CPU コア一つで 1 秒の音声をわずか 0.1 秒で高速合成することが可能となりました。これ

は既存モデルの約 8 倍の速さです。また、ネットワークに接続されていないミドルレンジ*2 スマートフォン端末上

でテキスト入力からわずか 0.5秒の高速生成が可能となりました（図 1参照）。 

また、開発した 21 言語の音声合成モデルは、NICT が運用しているスマートフォン用の多言語音声翻訳アプ

リ VoiceTra（ボイストラ）のサーバに搭載され、一般公開されています。今後は、商用ライセンス等を通じて多言

語音声翻訳やカーナビを始めとする様々な音声アプリケーションへの導入が期待されます。 

なお、本成果は、2024 年 9 月に、International Speech Communication Association （ISCA）が主催する

国際会議 INTERSPEECH 2024の Show & Tellにて発表されます。 

【背景】 

NICTのユニバーサルコミュニケーション研究所では、言語の壁を超えた音声

コミュニケーションを実現するために多言語音声翻訳技術の研究開発に取り組

んでおり、研究成果を音声翻訳実証実験のために運用しているスマートフォン

用音声翻訳アプリ VoiceTra で一般公開するとともに、商用ライセンスを通じた

社会実装を行っています。翻訳されたテキストを人間の声として読み上げるテ

キスト音声合成技術は、音声認識及び機械翻訳と同様に、多言語音声翻訳技

術の実現に非常に重要です。テキスト音声合成の音質は、ニューラルネット技

術の導入により近年飛躍的に向上し肉声に匹敵するほどとなりましたが、膨大

な計算量が大きな課題であり、ネットワークに接続されていないスマートフォン

での合成は到底不可能であるという課題がありました。 

また、NICT の今中長期計画では、多言語同時通訳技術の研究開発を行っ

ていますが、同時通訳においては、話者の発話終了を待たずに次々と翻訳音

声を出力する必要があるため、音声認識や機械翻訳と同様、テキスト音声合成

の更なる高速化が求められています。 

【今回の成果】 

テキスト音声合成モデルは、入力テキストを中間特徴量*3へと変換する「音響

モデル*4」と、中間特徴量を音声波形へと変換する「波形生成モデル*5」から構

成されます。 

ニューラル音声合成の「音響モデル」では、機械翻訳の分野や、音声認識や

ChatGPT を始めとする大規模言語モデル等にも幅広く使われているニューラ

ルネット（Transformer 型エンコーダ＋Transformer 型デコーダ）が主流でした
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図 1: ミドルレンジスマートフォンに実装した

音声合成モデル 

（動画: https://youtu.be/gD8HqE4lcbw） 



が、近年画像識別の分野で新たに使われ始めた高速・高性能な

ニューラルネット（ConvNeXt 型エンコーダ＋ConvNeXt 型デコーダ）

を音響モデルに導入し、従来方式と比較して、品質を損なわず 3 倍

の高速化を達成しました[1]。 

また、肉声に匹敵する音声を合成可能な従来の「波形生成モデ

ル」（HiFi-GAN）を発展させる形で、信号処理方式[2-4]を学習可能な

ニューラルネットとして表現するモデル（MS-HiFi-GAN）を 2021 年に

導入し、合成品質を損なわず合成速度を 2倍にすることに成功しまし

た[5]。そして、2023 年には同モデル（MS-HiFi-GAN）を更に高速化

するモデル（MS-FC-HiFi-GAN）の開発に成功し、従来方式（HiFi-

GAN）と比較して、品質を損なわず合成速度を 4 倍にすることを実現

しました[6,7]。 

これらの成果の集大成として、上記で開発した「音響モデル

（Transformer 型エンコーダ＋ConvNeXt 型デコーダ）」と「波形生成

モデル（MS-FC-HiFi-GAN）」を用いた新しい高速・高品質なニューラ

ル音声合成モデルを開発しました（図 2参照）。これにより、CPUコア

一つで 1 秒の音声をわずか 0.1 秒で高速合成することが可能となり

ました。これは、既存モデルの約 8 倍の速さです。さらに、「波形生成

モデル」のみを逐次合成する方式を実装することで（図3参照）、合成

品質を一切損ねることなく、ネットワークに接続されていないミドルレンジスマートフォン端末上でも、テキスト入力から

わずか 0.5 秒の高速生成が可能となりました。これにより、これまでのサーバ経由での合成が不要となり、インター

ネット通信を必要とせず、通信コストを抑えたスマートフォンや PC 等での高品質ニューラル音声合成が可能となりま

す。また、逐次合成処理により、多言語同時通訳においても翻訳テキストを即座に合成することが可能となりました。 

また、2024 年 3 月から、VoiceTra の 21 言語※の音声には、この音声合成技術が用いられ、一般公開されていま

す。 

※21 言語: 日本語、英語、中国語、韓国語、タイ語、フランス語、インドネシア語、ベトナム語、スペイン語、ミャンマー語、フィリピン語、

ブラジルポルトガル語、クメール語、ネパール語、モンゴル語、アラビア語、イタリア語、ウクライナ語、ドイツ語、ヒンディ

語、ロシア語 

 

本研究により開発した多言語合成音声は、2024年 6月 28日（金）～29日（土）の NICTオープンハウス 2024に

おける多言語同時通訳のデモ展示にて使用されます。 

 

 

図 2: 開発した高速・高品質なニューラル
音声合成モデルの模式図 

図 3: 波形生成モデルのみを逐次合成することにより待ち時間短縮を実現 



【今後の展望】 

今後は、商用ライセンスを通して、多言語音声翻訳やカーナビを始めとするスマートフォンアプリ等への社会実装を

行います。 
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＜用語解説＞ 

*1 ニューラル音声合成 

人間の脳の働きを模した方法でデータを処理するようにコンピュータに教える人工知能の一手法であるニューラ
ルネットワークを用いた音声合成のこと。テキスト系列を入力し、音声波形を出力する。 

*2 ミドルレンジ 

パソコンや家電製品などの一連のシリーズの中で、性能や価格が中位の製品を指し、スマートフォンでは全体の
85%のシェアを占める。 

*3 中間特徴量 

テキスト音声合成では、テキストを入力して音声波形を出力することが目的であるが、音声波形よりも時間解像度
の低い中間特徴量を経由する方式が主流である。つまり、下記で説明する音響モデルを用いて入力テキストから
中間特徴量を出力し、波形生成モデルを用いて中間特徴量から音声波形を出力する二段階の変換により入力テ
キストから音声波形を出力する（図 2 参照）。ここでの中間特徴量は、音声波形を短時間に区切り、区切られたフ
レームごとの音声信号に対して信号処理によって分析したものであり、音響特徴量とも呼ばれる。ニューラル音声
合成においては、音声波形を短時間に区切り、区切られたフレームごとに周波数分析を施したメルスペクトログラ
ムという音響特徴量が使われることが主流である（図 2参照）。 

*4 音響モデル 

テキスト音声合成における音響モデルとは、テキスト系列を入力して中間特徴量系列を出力する計算モデルであ
る。10年前までは隠れマルコフモデルに基づく方式が主流であったが、近年はニューラルネットに基づく方式が主
流である。 

*5 波形生成モデル 

中間特徴量系列を入力して音声波形を出力する計算モデルである。2016年までは信号処理に基づく方式が主流
であったが、2016年からはニューラルネットに基づく方式が主流である。 

 

≪「VoiceTra（ボイストラ）」について≫ 

 

 

 

 

 

＜利用に当たって＞ 

・サポートページ: https://voicetra.nict.go.jp/ 

・使い方の動画もご覧いただけます。https://voicetra.nict.go.jp/picture.html 

VoiceTraは、国立研究開発法人情報通信研究機構の登録商標です。 


